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歴史的文化財の景観復元への取り組み
連続繊維補強土工を適用した歴史的文化財での斜面災害復旧事例

宇次原　雅　之

歴史的文化財の周辺斜面において災害復旧を行う場合には，斜面の安定に加え，歴史的景観の復元・保
全を求められる場合が多い。歴史的景観の復元では，周辺の自然環境との調和だけでなく，文化財建造物
との調和や眺望としての価値などにも配慮する必要がある。本報告では，このような点を考慮して，鉄筋
挿入工と連続繊維補強土工，植生工を組み合わせた複合補強土工を適用して行った斜面災害復旧事例を紹
介する。いずれの復旧箇所も，周辺の景観や眺望，自然環境に違和感なく溶け込んでおり，歴史的景観も
含め良好な景観が復元できたものと考えられる。
キーワード：歴史的文化財，斜面災害，歴史的景観，連続繊維補強土工，植生工

1．はじめに

近年，集中豪雨や地震による斜面災害が各地で多発
し大きな被害をもたらしているが，社寺や城郭などの
歴史的文化財を取り巻く斜面でも例外ではない。特に
歴史的文化財は斜面地形を利用して建造されているも
のが多いため，斜面崩壊発生の危険性は高いと考えら
れる。

文化財周辺の斜面において災害が発生した場合の復
旧対策では，斜面の安定を確保することがまず第一と
なるが，景観や環境の復元・保全も欠かすことのでき
ない検討項目となる。近年，道路のり面の施工などに
おいても景観や周辺の自然環境への配慮が求められる
ことが多くなっているが，文化財周辺の斜面では，単
純に周辺の自然環境と調和した復元を行うだけでな
く，文化財建造物との調和や眺望としての価値など，
自然環境の再生とは異なる観点からの検討も求められ
る。

本報告では，斜面の安定確保だけでなく，文化財と
しての景観や環境に配慮して行った斜面災害復旧対策
の事例を 2 件紹介する。

2．連続繊維補強土工を用いた斜面対策

紹介する 2 事例は，いずれも鉄筋挿入工と連続繊維
補強土工，植生工を組み合わせた複合補強土工法で復
旧を行ったものである（図─ 1）。

このうち連続繊維補強土工は，ポリエステル繊維を

定向配列させて砂とともに斜面に吹付けることによ
り，疑似粘着力を持たせるのり面保護工法である 1）（写
真─ 1，図─ 2）。ボルト間の土砂の中抜けに対する
抵抗力が確保されるほか，セメントを使用していない
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図─ 1　鉄筋挿入工と連続繊維補強土工，植生工による複合補強土工法

写真─ 1　連続繊維補強土工の施工状況
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ため植物の根系の伸長が容易であり，厚い良質な植生
基盤を提供できることから，多様な植生の復元が期待
できる材料である。砂と糸の仕様と配合を表─ 1 に
示す。

本工法は，道路，ダムサイトの切土対策として広範
囲に用いられているほか，国立公園や風致地区など，
環境・景観への配慮が必要な斜面にも適用されてお
り，多くの実績が残されている。

3．清水寺での災害復旧事例

（1）斜面災害の概要と復旧対策
1994 年に世界遺産に登録され，世界中から多くの

観光客が訪れる国宝「清水寺」では，平成 11 年 7 月
の梅雨前線の活発化に伴う大雨により境内で土砂崩れ
が発生し，斜面の下にあった茶店が押しつぶされると
いう災害が発生した（写真─ 2）。崩壊した斜面は，
清水寺の名の由来にもなった「音和の瀧」のすぐ脇に
あり，多くの観光客が訪れる場所であることに加え，

「清水の舞台」からの優れた眺望の一部をなしている。
このため，斜面の安定だけでなく，景観の復元も重要
な課題となった。

この課題を克服する復旧対策として，鉄筋挿入工と
連続繊維補強土工，植生工を組み合わせた複合補強土
工が選定された（図─ 3）。

鉄筋挿入工では，斜面の永続的な安定性を確保する
ことを目的に，補強鉄筋に耐腐食性が高い材料が用い
られた。鉄筋挿入工と組み合わせるのり面工には一般
にのり枠工が用いられることが多く，景観に配慮する

場合には枠内の緑化が行われる。しかし，枠内を緑化
しても，紅葉や桜の合間からコンクリート構造物が見
えてしまうことになり，景観へのダメージは大きい。
このため，のり面工として厚さ 30 cm の連続繊維補
強土工を施工し，受圧板の被覆と植生基盤の提供を行
う方法が選定された。

（2）景観の復元 2）

当該斜面は，清水の舞台からの眺望を構成する重要
な位置にあり，秋には遠くに子安塔を望む錦雲渓の紅
葉に，また春には舞台の裾から連続する桜に彩られる
斜面でもある。このため，植生工では，そのような長
きにわたって形作られてきた文化財としての眺望を考
え，復元の検討を進めた。

重要と考えたのは，導入した樹木が将来どのような
景観を創出するかという点である。このため，将来の
樹冠投影予想図を作成し，斜面全体の植生推移を想像
しながら植栽配置を進めた（図─ 4）。

一般に工事で行われる緑化では，管理しやすいよう
に，斉一的で均等な植栽配置が採用される。このため，
構成される斜面も人工的な印象が強くなり，文化財的

表─ 1　連続繊維補強土の標準配合（仕上がり 1.0 m3 当り）

名称 仕様 使用量 備考
砂質土 洗い砂 1.0 m3 仕上がり
連続繊維 ポリエステル 3.3 kg
保水・保肥材 有機質ブロック体 1 ～ 2 個 /m2

図─ 2　連続繊維補強土工の施工概要（模式図）

写真─ 2　崩壊直後の状況（平成 11 年）

図─ 3　「音和の瀧」の脇にある斜面の対策概要（断面）
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な風景にはなじまないと考えられた。そこで，自然配
植手法の考え 3）を取り入れて植栽配置を行い，自然
な景観の創造を心がけた。導入する樹種は京都市内で
生産されている自生種を用い，表─ 2 に示すように
四季の変化とともに景観を創造する景観木（サクラ，
モミジ，カエデ）と林床植物，地被植物を組み合わせ
て，図─ 5 のような配置とした。

写真─ 3 は，施工から概ね 14 年が経過した平成 25
年の斜面の状況である（向かって右側は後述する平成
25 年の崩壊復旧箇所）。導入した植物は，周囲の景観
との違和感がほとんどない状態となっている。クズが
侵入して樹木に絡みつく状態となり，除去管理として
剪定や伐採が実施されたため，初期に想定したままの
成長が進んでいるわけではないが，紅葉の時期には，

4 ～ 5 m に成長したあでやかな紅色のモミジやカエデ
が，自然な配置で点在する景観が作り出されており，
次第に名勝地の景観に溶け込みつつある。

（3）平成 25 年の災害に対する復旧
平成 25 年に，清水寺は再び豪雨に見舞われた。こ

れにより，境内で表層崩壊が発生し，平成 9 年に復旧
した箇所に近接する斜面でも崩壊が発生した（写真─
3）。鉄筋挿入工，連続繊維補強土工により平成 11 年
に復旧が行われた斜面では異常は見られず，対策によ
り十分な安定が確保されていることが実証された。こ
のため，斜面の安定確保と景観復元効果を兼ね備えた
復旧対策として，平成 25 年の崩壊箇所にも同工法が
適用された（写真─ 4，5）。

平成 25 年に発生した災害では，清水寺で最も古い
建造物である子安塔下の斜面において，やや深い崩壊
が発生した。軟質な土砂層が深くまで分布しており，
安定対策を行わないと子安塔の安定が確保できない危

表─ 2　植栽樹種および本数一覧

樹種 小苗木 大苗木 備考
ヤマザクラ 9 5 高木・景観木
カスミザクラ 10 高木・景観木
フサザクラ 12 高木・景観木
イロハモミジ 25 8 高木・景観木
ヤマモミジ 27 高木・景観木
ウリカエデ 18 高木・景観木
ムラサキシキブ 39 低木
ウツギ 19 低木
コマユミ 20 低木
ヤマブキ 76 低木
ヤブツバキ 46 常緑樹
サザンカ 46 常緑樹
カゴノキ 12 常緑樹
ヤマハギ 17 先駆種
アキグミ 24 先駆種
木本植物合計 400 13

シャガ 300 地被植物
合計 700 13

図─ 4　40 年後の樹冠予想

図─ 5　植栽計画

写真─ 3　平成 25 年の斜面状況
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険性があった。この斜面も，「清水の舞台」からの遠
景を構成する斜面であり，景観への十分な配慮が求め
られた。

斜面安定工としてはグラウンドアンカー工が採用さ
れ，受圧板により埋め尽くされた斜面表面を連続繊維
補強土工で覆い，植生工が実施された（図─ 6，写真
─ 6，7）。現段階で緑に覆われた斜面となっているが，
景観の復元効果については今後の検証をしていく予定
である。

4．鹿島神宮における適用事例

（1）災害の概要
「武甕槌大神」を御祭神とする鹿島神宮は，古くか

ら武神として仰がれており，境内には徳川二代将軍秀
忠公により奉納された社殿をはじめとして多くの文化
財が立ち並び，現在も多数の参拝者が訪れる。境内に
ある御手洗（みたらし）池は，1 日に 40 万リットル
以上の湧水があり，水底が一面見渡せるほど澄みわ
たった池である。昔は参拝する前にここで禊を行った
と言われ，現在でも年始に大寒禊が行われている。

この御手洗池の湧水の湧出口上部の斜面が，平成
25 年に台風 26 号に伴う豪雨により表層が崩壊し，土
砂がむき出しとなった。参拝者の安全確保は当然なが
ら，土砂が池に流れ込み，水の汚濁が発生することが
懸念された。同神宮の境内は国史跡であり，樹叢は県
の天然記念物に指定されている。そのため，美しい神
水を汚すことなく，かつのり面の安定と神々しい周辺
の森との調和がとれた景観を復元するため，鉄筋挿入
工，連続繊維補強土工，植生工による復旧が行われた。

対策工の概要を図─ 7 に，施工状況を写真─ 8 ～
10 に示す。

写真─ 4　「音和の瀧」近接斜面での連続繊維補強土工施工状況（平成 26 年）

写真─ 5　景観が復元されつつある斜面の状況

写真─ 6　‌�グラウンドアンカー工による斜面安定対策と連続繊維補強土工
の施工（平成 26 年）

写真─ 7　植生工実施後の状況

図─ 6　子安塔下の斜面の復旧対策概要（断面）
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（2）景観の復元
本神宮の境内は国史跡に指定されていることから，

外来種の導入を避け，自生種による緑化の実施が検討
された。植物は，近接する斜面からの移植および森林
表土内に含まれている埋土種子からの発芽生育を目指
すこととした。移植植物は，事前に周辺斜面の植生を
調査し，アリドウシ，アオキ，スゲ，ヤツデ，マンリョ
ウの 6 種類とシダ類とし，事前に採取して，ポット（コ
ンテナ）に仮植えして養生したものを使用した。採取
量は約1本/4 m2 とし，6種で60～80本とした。また，
隣接する斜面から森林表土を採取し，緑化基材と混合
して吹付けた。

以上の結果，澄み切った神水を維持したまま復旧が
なされた（写真─ 11）。現在は，周囲と同様の緑の斜
面が回復し，穏やかな姿を水面に反映させている。こ
のように，何事もなかったかのような景観に復元でき
たことは，景観に配慮した対策工の効果として評価し
てよいものと考える。

5．今後の展望

本報告では，歴史文化財の周辺斜面において発生し
た崩壊斜面の復旧において，景観や環境の重要性を考
慮して復旧を行った事例を紹介した。鉄筋挿入工と連
続繊維補強土工，自然配植手法や埋土種子の利用など
を用いた植生工を組み合わせることで，豊かな文化財
周辺斜面の復元を行うことができた。景観復元に対す
る効果については，今後も引き続き調査を行いながら
検証していく予定である。

また，本報文では紹介していないが，連続繊補強土
工は地形の復元も可能である。歴史的文化財周辺の斜
面では，植生だけでなく，傾斜の変化や凹凸など，微
地形の創出を含めた景観の復元が必要となることもあ
ると考えられ，そのような場合に連続繊維補強土工は

写真─ 8　土砂がむき出しになった崩壊後の斜面

写真─ 9　鉄筋挿入工による安定化

写真─ 11　復旧後の湧出口周辺斜面

写真─ 10　復旧後の斜面の状況

図─ 7　復旧対策工の概要（断面）
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有効な手法となると考えられる（地形の復元効果を利
用して，古墳や土塁などの復元を行った実績もある4））。

一般にモミジなどが大きくなり，周辺の景観になじ
んで美しい景観を形創るためには数十年の年月が必要
である。紹介した清水寺の景観も，長い間かけて多く
の人々の手で構築された貴重な文化財である。鹿島神
宮の神聖な泉の水面に映える斜面も同様である。日本
の宝ともいえるこれら歴史文化財の斜面景観を後世に
伝えていくことに，微力ながら貢献してきたいと考え
る。
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